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1. 概要 

  Ⅵ-10 別紙2 タービン回転速度の評価に関する説明書に記載の蒸気エネルギΔE１，ΔE2，

ΔE3について補足するものである。 

  負荷遮断時のタービン回転速度の評価過程を例にとり説明する。 

 

2. 蒸気エネルギΔE１，ΔE2，ΔE3について 

  蒸気加減弁，インターセプト弁の作動遅れ時間に流入する流入エネルギをΔE１，弁の閉鎖

時間に流入するエネルギをΔE2，ケーシング，配管等蒸気通路部に残留する蒸気エネルギとそ

の他の流入エネルギを足し合わせたものをΔE3としている。 

  今回の低圧タービン取替により，ΔE１，ΔE2，E3の値が変化している。低圧タービン取替前

後のΔE１，ΔE2，ΔE3の比較を表1に示す。 

 

表1 低圧タービン取替前後のエネルギ比較 

 取替前 取替後 備考 

電気出力Ne 

(MW) 
   

エネルギΔE1 

(kJ) 
  

 

エネルギΔE2 

(kJ) 
  

 

エネルギΔE3 

(kJ) 
  

 

 

  設計最大出力時に負荷遮断した場合の最大回転速度n0は以下に示す式を用いており，ΔE１，

ΔE2，ΔE3を用いている。 

n0 = √
7.3 × 105

𝐺𝐷2
× (𝐸𝑅 + ∆𝐸1 + ∆𝐸2 + ∆𝐸3)  

 

  次ページ以降の(1)～(5)に，負荷遮断時の最大回転速度の算出に係る要素をまとめる。 
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オーバースピードの算出 

電気出力                                    Ｎe kW   

負荷遮断後の瞬間最大回転速度（IVからのリーク考慮あり）           ｎ0 

rpm   

rpm   

%   

%   

タービン・発電機回転部分の慣性モーメント                      ＧＤ2 kg･m2  

負荷遮断時の回転エネルギ                 ＥＲ＝1.37×10-6×ＧＤ2×ｎＲ
2 kJ  

負荷遮断時の回転速度                                ｎＲ rpm   

高圧タービン出力比                                ｆＨＰ －   

低圧タービン出力比                               ｆＬＰ －   

 

 

（１）ΔＥ１：負荷遮断時，蒸気加減弁（ＣＶ）とインタセプト弁（ＩＶ）の作動遅れ時間によりタービンへ流入するエネルギ 

負荷遮断時，蒸気加減弁（ＣＶ）とインタセプト弁（ＩＶ）の 
kJ  

作動遅れ時間によりタービンへ流入するエネルギ  ΔＥ１＝ΔＥ１ＣＶ＋ΔＥ１ＩＶ 

ＣＶを通る蒸気エネルギ              ΔＥ１ＣＶ＝Ｎe･ｆＨＰ･ＴＣＶ kJ  

ＣＶ作動遅れ時間（実作動時間）                       ＴＣＶ 秒   

ＩＶを通る蒸気エネルギ              ΔＥ１ＩＶ＝Ｎe･ｆＬＰ･ＴＩＶ kJ  

ＩＶ作動遅れ時間（実作動時間）                       ＴＩＶ 秒   
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（２）ΔＥ２：負荷遮断時，蒸気加減弁（ＣＶ）とインタセプト弁（ＩＶ）の閉鎖時間よりタービンへ流入するエネルギ 

負荷遮断時，蒸気加減弁（ＣＶ）とインタセプト弁（ＩＶ）の 
kJ  

閉鎖時間によりタービンへ流入するエネルギ    ΔＥ２＝ΔＥ２ＣＶ＋ΔＥ２ＩＶ 

ＣＶを通る蒸気エネルギ               ΔＥ２ＣＶ＝Ｎe･ｆＨＰ･αＣＶ･ＴｄＣＶ kJ  

ＣＶ閉鎖時間（実作動時間を 100%開度換算）                     ＴｄＣＶ 秒   

ＣＶ流量補正係数                                αＣＶ －   

ＩＶを通る蒸気エネルギ               ΔＥ２ＩＶ＝Ｎe･ｆＬＰ･αＩＶ･ＴｄＩＶ kJ  

ＩＶ閉鎖時間（実作動時間）                           ＴｄＩＶ 秒   

ＩＶ流量補正係数                                αＩＶ －   

 

（３）ΔＥ３－１：ケーシング，配管等蒸気通路部に残留する蒸気エネルギ 

ケーシング，配管等蒸気通路部に残留する蒸気エネルギ       
kJ  

                           ΔＥ３－１＝ΔＥ３－１①～ΔＥ３－１⑩の合計 

ΔＥ３－１①：  kJ  

ΔＥ３－１②：  kJ  

ΔＥ３－１③：  kJ  

ΔＥ３－１④：  kJ  

ΔＥ３－１⑤：  kJ  

ΔＥ３－１⑥：  kJ  

ΔＥ３－１⑦：  kJ  

ΔＥ３－１⑧：  kJ  

ΔＥ３－１⑨：  kJ  

ΔＥ３－１⑩：  kJ  
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（４）ΔＥ３－２：その他の流入エネルギ 

                kJ  

 

（５）ΔＥ３：高圧・低圧タービンのケーシング，配管等蒸気通路部に残留する蒸気エネルギ 

残留エネルギ                      ΔＥ３＝ΔＥ３－１＋ΔＥ３－２ kJ  

 




